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 三多摩食糧卸協同組合 

今週の玄米入荷情報 

岩手 ひとめぼれ 前沢限定 

岩手 ひとめぼれ 前沢特栽 

岩手 あきたこまち 

秋田 あきたこまち やまもと 

秋田 めんこいな 

山形 つや姫 

福島 コシヒカリ 喜多方 

福島 コシヒカリ 会津HG 

栃木 コシヒカリ 

千葉 ふさおとめ 

千葉 ふさこがね 

長野 コシヒカリ いいやま 

新潟 コシヒカリ 魚沼十日町 

新潟 コシヒカリ 岩船 

新潟 コシヒカリ 長岡 

富山 コシヒカリ 

滋賀 キヌヒカリ 

島根 きぬむすめ 

熊本 ヒノヒカリ 

佐賀 ヒヨクモチ 

＜精米＞ 

第１位 トキ 

第２位 純太 

第３位 たべざかり 

第４位 秋田あきたこまち 

第５位 胚芽米 

先週売上のベスト５ 

青  森 気温は平年並みでしたが、日照時間が十分だった
ので、草丈・茎数ともに十分に確保できており生育
は順調であると言えそうです。 

山  形 平野部で、草丈は平年より長く、茎数も平年より多
いということで、順調な生育をしているようです。 

一方でカメムシの発生が例年以上に多くなってい
るとのことで、注意を呼び掛けています。 

つや姫もやや早めの生育で、順調のようです。 

千  葉 全体にやや早めの生育状況ですが、日照が不足
気味であったことから軟弱徒長気味なのが心配さ
れます。 

また、出穂10～15日前の冷害危険期には深水に
するなどの対策を講じるよう指導しています。 

福  井 ハナエチゼンは初期の低温の影響から回復し、ほ
ぼ平年並みの生育に戻っています。 

コシヒカリは草丈がやや長く、茎数は平年並みとい
うことで、生育自体は平年並みに推移しているよう
です。 

新品種紹介＝たちはるか 

 

農研機構・九州沖縄農業研究センター 

従来よりも２割近い多収穫が望める品種で、食味も良く業務用・
加工用の原料として期待されています。 

＊Lemont＝アメリカの品種 


